編集後記 by unknown
編
集
後
記
『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
三
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
各
位
に
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
号
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
二
〇
一
七
年
の
活
動
報
告
と
、
二
〇
一
六
年
度
に
完
結
し
た
文
部
科
学
省
平
成
年
度
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
「
世
紀
日
24
20
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報
告
（
補
遺
）
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
と
し
ま
し
て
は
、
巻
頭
に
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
整
理
・
公
開
状
況
を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
度
の
丸
山
文
庫
記
念
講
演
会
は
、
当
年
度
よ
り
丸
山
文
庫
顧
問
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
渡
辺
浩
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
に
、「「
個
人
」
と
は
何
か
、「
個
性
」
と
は
何
か
：
清
朝
中
国
と
徳
川
日
本
で
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
父
系
同
族
集
団
と
し
て
の
清
朝
中
国
の
宗
族
と
、
家
業
を
担
う
集
団
と
し
て
の
徳
川
日
本
の
イ
エ
と
を
比
較
し
、
前
近
代
社
会
の
多
様
性
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
た
刺
激
的
な
ご
講
演
で
し
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
も
多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
渡
辺
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
公
開
研
究
会
と
公
開
授
業
の
記
録
を
収
め
ま
し
た
。
公
開
研
究
会
で
は
前
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
事
業
報
告
書
（
論
文
集
）
の
合
評
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
、
司
会
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
河
野
有
理
氏
（
首
都
大
学
東
京
教
授
）
に
主
題
と
な
っ
た
論
文
を
め
ぐ
る
議
論
の
要
点
や
当
日
の
様
子
な
ど
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
開
授
業
の
共
通
科
目
「
比
較
思
想
」
は
、
大
久
保
健
晴
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
）
に
「
近
代
日
本
の
政
治
思
想
と
外
交
」
と
い
う
題
目
で
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。
丸
山
文
庫
所
蔵
の
未
発
表
資
料
翻
刻
は
、「
竹
内
好
・
武
田
泰
淳
・
武
田
百
合
子
書
簡
丸
山
眞
男
宛
二
五
点
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
な
お
、
二
〇
一
七
年
一
月
一
三
日
、
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
っ
た
進
藤
咲
子
氏
（
本
学
名
誉
教
授
）
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
哀
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
、
川
上
彰
子
氏
（
進
藤
氏
ご
息
女
）、
松
沢
弘
陽
氏
（
元
・
丸
山
文
庫
顧
問
）
に
追
悼
文
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
二
〇
一
七
年
度
よ
り
、
本
セ
ン
タ
ー
と
立
命
館
大
学
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
は
協
力
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
ま
し
て
、鷲
巣
力
氏（
同
セ
ン
タ
ー
長
・
立
命
館
大
学
客
員
教
授
）
に
、「「
加
藤
文
庫
」
と
加
藤
周
一
の
方
法
」
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
協
定
の
背
景
に
あ
る
加
藤
周
一
文
庫
（
同
セ
ン
タ
ー
が
所
管
）
の
設
立
背
景
を
詳
し
く
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
の
補
遺
と
し
ま
し
て
、
二
〇
一
六
年
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
Ｅ
・
バ
ー
シ
ェ
イ
氏
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏
、
金
錫
根
氏
に
よ
る
全
事
業
報
告
書
掲
載
論
文
の
原
文
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
川
口
雄
一
氏
（
二
〇
一
五
〜
一
六
年
度
本
学
特
任
研
究
員
）
に
よ
る
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
調
査
報
告
「
敗
戦
直
後
の
長
野
県
に
お
け
る
丸
山
眞
男
の
講
演
・
講
義
」
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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の
成
果
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
九
月
、
一
〇
月
に
、『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
別
冊
一
・
二
（
東
京
大
学
出
版
会
）
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
付
記
い
た
し
ま
す
。
今
号
掲
載
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
遺
に
よ
っ
て
、
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
も
と
に
、本
セ
ン
タ
ー
は
今
後
、
多
様
な
形
で
丸
山
眞
男
研
究
、
ひ
い
て
は
戦
後
思
想
史
研
究
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
支
援
の
ほ
ど
、
な
に
と
ぞ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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